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データの出典：左上図マピオン https://www.mapion.co.jp/map/admi14.html
右上図よこはまっぷ青葉区、左下表および右下図なるほどあおば2022

横浜市青葉区項目
435.9535.06行政区の面積（km2）

3,771,961310,490人口（人）

1,781,879135,100世帯数（世帯）

2.122.31世帯あたり人員（人）



データの出典：左側地図 https://good-luck-day.com/yokohama-district-list/および
なるほどあおば2022、右表なるほどあおば2022より抜粋

横浜市の中の青葉区
平成6(1994)年11月

6日に港北区や緑区の

一部から再編し、誕生



データの出典：なるほどあおば2022より抜粋・編集
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後世まで残したい逗子・葉山のあなたのイチ押しは？
青葉を代表する写真をいくつか

挿入

田園都市青葉

写真: https://www.homes.co.jp/life/cl-column/cm-region/35380/ 子供の国HP



地勢

https://ja-jp.topographic-map.com/map-v5th51/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82/?center=35.56142%2C139.53727&zoom=13

多摩丘陵からつづく 丘のまち

区の中心を鶴見川が流れ、都市圏ながら緑豊かな田園の風景が広がる



データの出典：国土地理院電子国土Web、各グラフの左端が「始」地点、右端が「終」地点を示す

【参考】地形・断面標高差



【工業】土地利用と産業

データの出典：表は統計逗子、はやまを基に作成、

地図は帝国書院「小学生の地図帳」「神奈川県」 https://ict.teikokushoin.co.jp/06esmap_qr/todouhuken/pref14/index.html

目立った工業はないが、なしやさとい

もが農産物で紹介されている。

【農業】



逗子市 葉山町

面積（km2） 17.28ｋｍ2 17.04ｋｍ2

農地 0.3 1.9

森林 51.7 51.5

宅地等 48 46.6

土地利用と産業

データの出典：表は統計逗子、はやまを基に作成、

地図は帝国書院「小学生の地図帳」「神奈川県」 https://ict.teikokushoin.co.jp/06esmap_qr/todouhuken/pref14/index.html

沿岸部の市街地/宅地および丘陵地の森林に

大別される。

産業として、目立った工業も、農林水産物も

（小学生の地図帳）には紹介されていない。



産業構造

【産業別従事者数・割合】

2050年推計値

事業所数では卸/小売り業が最も多いが、従業員数では医療・福祉で働く人

が最も多い。農地面積や経営農家数は横浜市内で上位だが区内割合では数値

として現れない。2050年推計は情報通信で若干増の他は大きな変化はなし。

【区内事業所数】

データの出典：令和3年経済詮センサスを基に作成、左図はなるほどあおば2022より引用（数値は速報値）, 右図は横浜市統計データから作成（実績値）2050年推計は未来カルテより

事業所の所在地は
市ヶ尾、青葉台2丁目、
美しが丘1丁目が多い



人口 横浜市の急激な人口増加を受けて、行政区再編で1994年に誕生

した青葉区。2007年に 30 万人に達し、その後も緩やかに増加。

今後は横浜市、青葉区ともに人口減時代に入ると推計されている。

【横浜市および青葉区の人口推移】

【青葉区の人口・

世帯数の推移】

データの出典： 1920年～2020年までは国勢調
査結果、それ以降の推計値は横浜市将来人口

推計を基にしたデータをなるほどあおば2022よ
り引用

人口が多い→エネル
ギー消費多い（＝脱
炭素にはチャレン
ジ）も、まちの活性
化のためには重要。
また、単身/少人数
世帯の増加は脱炭素
にはマイナス要素。
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人口・年齢構成に関する参考データ
【2022年
人口ピラミッド】

【 2050年推計人口
ピラミッド】

【年齢３区分別人口】
生産年齢人口の割合は 65.0％で全
市平均の 63％と比較すると 1.5 
ポイント高い。しかし65 歳以上の
高齢者割合が2008～2022年の
14 年間で8ポイント上昇、さらに
2050年には16ポイント上昇する
と推計されている。

2022年時点の平均
年齢は 45.8 歳。
特に 40 歳代の割合
が市全体と比較して
多い。

データの出典:元データは横浜市将来人口推計を基にしたデータを基に作成なる
ほどあおば2022より引用



青葉区町丁分布

データの出典：みんなの行政地図横浜青葉区 https://minchizu.jp/kanagawa/y-aoba.html



堀内
8603人
3843世帯

一色
8603人
3843世帯

下山口
2859人
1249世帯

上山口
1784人
830世帯

木木庭人
1404人
644世帯

青葉区町丁別高齢化率（2020年国勢調査）
都心および鉄道路線に近い、たま

プラーザ、あざみ野、荏田エリア

で高齢化率が低く

鉄道路線から遠い、北側境界エリ

アで高齢化率が高い



東京都区部

他の道府県

川崎市

横浜市内
他区

3,188

2,994

国外

17,091
16,721

人口移動に関する参考データ
移動の特徴として

・東京首都圏以外への移動

が最大、ついで東京都区部

・横浜市内(上記に次いで3位)

での移動では 都筑区、緑区、

港北区が圧倒的に多い

・海外から/への移動が多い
（横浜市内18区で1位）

・年齢別では転入・転出ともに

20代、30代が55%程度を

占める

ことが挙げられる。

データの出典：なるほどあおば2022をもとに編集

【青葉区から/への
移動】

【青葉区と横浜市内他区との移動】



昼夜人口
青葉区の昼夜間人口比率（夜間人口に対する昼間人口の割合）は0.77

つまり、日中は学校や仕事で区外に出ている人が多い

出ていく先は東京都が最も多く、市内平均よりも15ポイント程高い

（参考：横浜 0.91, 神奈川県 0.9, 東京23区 1.3, 西区 2.1 中区 1.7）

「市民」とは誰か？「市民＝住民」か？

⇒地域への貢献を左右する…？

＝圏域から/への通勤、通学者数

データの出典：左図 21 大都市の昼夜間人口比率の状況 -横浜市（記者発表資料） 右円グラフはなるほど青葉2022



交通分担率 ＝どの交通手段で移動しているのか

手段選択への影響要因：

・公共交通インフラの有無

・地形

・ライフステージ

など…

データの出典： 2018東京首都圏パーソントリップ調査（東京都市圏交通計画協議会に基づき神奈川県作成

青葉の率を見ると…

鉄道: 30～40％未満

バス: 30～40％未満

自動車: 20～30％未満

自転車: 20～30％未満



交通・移動 東急電鉄の駅が区内に9駅所在

人口1万人当たりの駅数 3.4駅

データの出典：横浜市統計書を
基にしたデータ、なるほどあおば
2022より引用

さらに横浜市営

地下鉄の延伸計画

しかし、駅まで/か

らの送迎車による

朝夕の駅前の渋滞も

指摘される



交通・移動

道路延長 74,0301m

データの出典：上図道路企画局のデータを基に作成したもの、左下図横浜市統計書を基にしたもの、
いずれもなるほどあおば2022より引用

乗用車保有台数

87,692台

(3ナンバーが多い、

市平均より13ポイント高)

便利はよいが、気候的には…？

ともに市内第1位



圏域内の東急バス
路線図

交通・移動

バス路線はある

本数もそれなりにある.

が、交通弱者はいないか

出典：https://www.keikyu-bus.co.jp/line/pdf/map/zushi.pdf

https://www.tokyubus.co.jp/route/routemap/digital/routemap_jp/

→デマンド型交通の実証

→他に何か策はあるか？



住まいと建築物
・持ち家率が比較的高い：62%（↔藤沢市 26%, 大和市 38% ）

・戸建て vs 共同住宅 は集合住宅の方が多い（長屋を含めると6割強）

・一軒の面積が広い：所有戸建て 123m2、長屋建て 133m2 集合 76m2

賃貸戸建て117m2 平均84m2 （↔戸建て 藤沢81m2, 大和 77m2）

耐震性, 断熱/省エネ性, ZEH等, 防災や脱炭素の観点から更新時期がチャンス？

総住宅戸数：12,7350棟

事務所/店舗/銀行 1400棟，病院/ホテル 86棟，工場/倉庫/市場 9200棟，

その他（蔵など）1300棟 等 住宅以外の建物数も多い

【構造】【所有形態】 【建築

1970年 (昭和
45年)以前

1971～1980年
(昭和46～55

年)

1981～1990年
(昭和56～平

成２年)

1991～1995年
(平成３～７

年)

1996～2000年
（平成８～12

年）

2001～2005年
(平成13～17

年)

2006～2010年
（平成18～22

年）

2011～2015年
（平成23～27

年）

2016～2018年
9月（平成28
～30年9月）

5,560 15,890 25,890 12,640 16,070 17,080 9,950 10,700 3,410

【建築の

形態】

時期】



堀内
8603人
3843世帯

一色
8603人
3843世帯

下山口
2859人
1249世帯

上山口
1784人
830世帯

木木庭人
1404人
644世帯

青葉区町丁別高齢化率と建物年齢

高齢化率と建物年齢

必ずしも相関があるとは言えない？

→ すでに建て替えが進んだ

地域もある？

29
10

20

34

26

初期開発地域 →他地域

より少し古め？

初期開発地域だが、差は

顕著ではない？



エネルギー需給（横浜市）
【エネルギ―需要】

【太陽光設置ポテンシャル（最大）】エネルギー需要は民生（家庭・

業務）の電力と輸送用が多い。

横浜市で最大の（つまり、搭載可能な

全面積に太陽光パネルを載せた場合）

の自給率 135%とも

→現実的に考えても60%程度の可能性

はある（同時に省エネや発電に合わ

せた行動変容も重要に）
データの出典：未来カルテ2050、横浜市地球温暖化対策実行計画などをもとに筆者作成

【再エネ供給量の推移】



統計からみた横浜市各区の省エネ・
脱炭素化の取り組み

自動車依存が高い。田園都市線がな

かったら高い方へシフトしただろう…

データの出典：データ源：横浜市統計ポータルをもとに慶応義塾大学厳研究室作成



ごみの排出量

データの出典：上図なるほどあおば2022、中表環境省一般廃棄物処理実績データをもとに筆者作成

経年的にはごみ総量および燃やすごみ量ともに微減してきたが、コロナ禍

で増加、2021年は再び減少するも、最小値の2018年からは増加のまま。

リサイクル率としての計算は難しい（横浜市としては23.2％）

⇒ 住宅の建築面積が大きい＋所得が高い＝多消費型ライフスタイル？

それを市民の環境意識が支えている？

横浜市 鎌倉市 葉山町 逗子市 横須賀市 箱根町 神奈川県

607 669 767 754 711 882 632
生活系ごみ1人1日当たりの
排出量(2020) (g/人日)

【青葉区】

【自治体

比較】
※この排出量と上図のごみ量の単純比較はできない

上図に基づく横浜の1人一日あたりの燃やすごみ量は397（↔青葉 402)



市民の意識 日々の暮らしやすさが、高い地域への愛着や定住意向

につながっている。（地域愛着も横浜市に対する愛着

よりも7ポイント高）

データの出典：なるほどあおばから直接引用およびそれを基に筆者作成

今後まちに望むこと

「快適な生活環境が整って

いるまち」78%

→この気候市民会議を

チャンスに！

【地域への愛着】【暮らしやすさ】 【住み続けたいか】

【地域とのかかわり】



データについて

本データの多くは政府や自治体のオープンデー

タによって作成しました。将来推計には複雑な

前提条件等がありますが、この資料では触れて

いません。前提条件等について確認したい場合

は出典をたどってください。

町丁別高齢化率マップ、＋建物年齢マップ お

よび省エネ・脱炭素化表は慶応大学湘南藤沢

キャンパスの厳綱林先生のご協力にて作成い

ただきました。

青葉区役所のホームページでは、本資料でご紹介し

たような土地利用や人口統計、世帯の情報など地区

ごとの情報が掲載されています（11月1日現在は平

成27年度国勢調査に基づいたデータです）

https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/k
usei/tokei/aobakuchikubetudata.html

https://data.city.yokohama.lg.jp/

https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/kusei/tokei/hakusho.html

未来カルテは、研究プロジェクト「オポッサム

(OPoSuM-DS/OPoSSuM)」(研究代表者: 千

葉大学倉阪秀史) の成果物です。
https://ristex2014.sakura.ne.jp/karte/


